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１．高齢者人口等の推計 

  

 

※平成 29年度までは、千葉市住民基本台帳に基づく 9月末現在の実績数値 

 ※平成 30年度～32年度は 27年度国勢調査に基づく千葉市将来推計人口数値 

 ※平成 37年度は保健福祉局の独自推計 

 

 

２．認定者数の推計 

 
※平成 29年度は、29年 9月末時点での実績値 

※平成 30年度以降は推計値（概算） 

３．介護給付費の推計 

 
※ 平成 29年度は、29年 10月末決算見込み額 

※ 平成 30年度以降は推計値（概算） 

※ その他は特定入所者介護サービス等費、高額介護サービス等費、高額医療合算介護サービス費、審査支払手数料の合計額。 

高齢者保健福祉推進計画・介護保険事業計画【平成 30年度～平成 32年度】【素案】概要 

後期高齢者が前期

高齢者を上回る 

対 28年度決算で

１．５５倍の見込

み 

高齢化率のピークは

平成 67年 41.5％ 

資料１‐１ 

対 28年度で認定者数

が１．４３倍の見込み （単位：千人） 
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４．第７期介護保険事業計画策定にかかる介護保険法による基本指針のポイントと 

市の主要施策への反映 

 ●高齢者の自立支援・重度化防止に向けた保険者機能の強化の推進 

   →Ⅰ高齢者が元気でいるための生きがいづくりと地域づくり～健康寿命の延伸～ 

     （３）自立支援と重度化防止 

 ●「我が事・丸ごと」、地域共生社会の推進 

   →Ⅱ支援が必要となっても地域で暮らし続けるための支援体制の整備 

     （１）高齢者が安心して暮らせるまちづくりと地域ケア会議 

 ●医療計画等との整合性の確保 

   →Ⅲ必要とされるサービスを提供するための介護基盤の整備 

     （１）介護保険施設等の計画的な整備 

   →在宅介護に係る介護サービスの見込み量を上乗せ 

 ●介護を行う家族への支援や虐待防止対策の推進 

   →Ⅱ支援が必要となっても地域で暮らし続けるための支援体制の整備 

     （１）高齢者が安心して暮らせるまちづくりと地域ケア会議 

     （４）権利擁護体制の充実 

     （５）あんしんケアセンターの機能強化 

 ●「介護離職ゼロ」に向けた、介護をしながら仕事を続けられるようなサービス基盤の整備 

   →Ⅲ必要とされるサービスを提供するための介護基盤の整備 

 

 

５．基本理念、基本目標、取組方針、主要施策、重点的取組事業 

（別添のとおり） 

  ・基本理念…千葉市新基本計画の「まちづくりの方向性」から 

・基本目標…千葉市新基本計画の「施策の柱」から 

・取組方針…高齢者へのアプローチ、関係団体等の連携、市が実施すること、 

介護保険制度運営の 4つの視点で分類 

・主要施策…取組方針に基づく主要施策項目 

・重点的取組事業…主要施策のうち、今期に重点的に取り組む事業項目 

６．取組み目標（案） 

 

   ① 介護・支援を要しない高齢者の増加（対象：75歳以上 85歳未満） 

（平成 29年度 80.8％→32年度 82.5％） 

 【認定状況より】 

 

   ② 介護予防に日頃から意識的に取り組んでいる高齢者の増加 

（平成 28年度 31.6％→31年度××％→34年度××％） 

 【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の回答より】 

 

   ③ 住民主体の通いの場での介護予防活動への参加促進 

     （具体的評価指標について検討中）      

 

 ※第 7期介護保険事業計画策定に係る基本指針（案）において、「高齢者の自立支援や重度化防止の 

取組に関する目標を計画に記載するとともに目標に対する実績評価及び評価結果の公表を行うこと 

とされた」ため。また、「高齢者の自立支援、重度化防止等の取組を支援するための交付金に関する 

評価指標（案）」や関連計画の目標などを参考に設定。 

 

  

７．目標達成のための取組みの視点 

 ○高齢者自身が介護予防や支援する側となって地域づくりに積極的に参加する環境づくりの推進 

   少子高齢化や核家族化の進行とともに地域や人とのつながりが希薄化する中、高齢者がいつ

までも住み慣れた地域で生き生きと暮らせるよう、地域や人とつながりを深め、一人ひとりが

主体的に社会参加しながら、健康づくりや介護予防等に取り組めるよう体制づくりを推進する。 

資料１‐２ 


